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は じめ に
対 象お よ び方

．
法

　Peshkin’）
−31が，難治性喘息の 治療 に 施設療法を導入

し て 以来，日本 で も 国 立療養所病院を中心 に 全国的 に

行 b れ て い る，入 院後，多 くの 症例 で喘息発作 が 軽快
・

消失する が
， 自宅外泊 を 契機に 発作 が 誘発 され．帰院

後継続す る こ とも事実で あ り ， 施設療 法 の 問題点の
一

つ と考え ら れ る。そ の 機序 に つ い て は ，こ れ まで 主 に

心理面 か らの 検討
‘ ，
一゚】

がな され て きた が，小児気管支

喘息 に 麓 け る重要な吸入性抗原 で あ る ダ ニ
T）S）h9，病院

で は 明 らか に 少な い こ とが指摘さ 2zて い る
9H °v．こ の

指摘 は
， 家庭 で の ダ ニ 抗原 吸 入 が 自宅外泊誘発発作 の

引ぎ金 の 1 つ で ある可能性を示唆 し て い る．

　我 々 は，施設療法中喘息児 に お け る 自宅外泊発作が ド

室内塵ある い は 家内 ダ ニ 抗原に い か に 影響 され て い る

か を検索す る 目的 で ，外泊前後 の 1gE 抗体を主 とす る

免疫学的変化お よ び，それ と臨原症状と の関連を検討

し た の で報告す る．

Abbrev 蛤 Uons ：　CRP 　C −【eactive 　pτotein ；　DF

Z＞θ  如がtagoides 　farinae； DP 　Z）θ脚 ご  hagoldes

働 。郷 幡 IEiA ・n ・yme 　 l田 mun ・a ・・ay ； HD

house　dust；　PRU 　Phadebas　段AST 　units ；

RAST 　radioallergosorbent 　test

　対象は ，当院 に て 施設療 法 を施行 さ れ た Deni；ate ・

phag・ 醜 s 卿 γ・η畑 灘 （DP ）に rad 三・allerg ・sorbent

test（RAST ）陽性 の 気管支喘息児延べ 18名（男 ： 7名，

女11名 ， 年齢 ： 7歳か ら15歳，平均 11．4歳） で あ る．

更 に 腎生検 ま た は臨床経過よ り minimal 　 change 　 ne ・

phrotic　syndrome （ネ フ ロ
ーゼ 患児） と診断．さ れ た 当

院長期 入 院患児延 べ 1脇 （男 ： 3名，女 ： 7 名，年 齢 ：

6歳か ら15歳 ， 平均 9．6歳）に つ い て も， 同時 に 検 討 し

た ．こ れ らの ネ フ 卩
一ゼ 患児の うち， 6名が，RAST

に て DP 陽性 で あ っ た．

　方法 は，昭 和58年 5 月 2 日か ら 5 日 （3 泊 4 日 二短

期外泊） ま で と，昭和 58年12月28日 か ら昭和59年 玉月

4 日 く7 泊 8 日 ：長期外泊） まで の 2 回の 外泊期間前

後 に ，一日 1 回，同時刻 （AM 　5 ：00か ら AM6 ：30の

間） に ， 3 回 ず つ 計 6 回採衄 し，血清を
一20℃ に て 保

存 した．短期外泊 で は，喘息児 13名 と ネ フ ロ
ーゼ 患児

6 名 が 対象 とな っ た が，長期外泊 で は，入退院 に よ っ

て 喘息児 5名が 入 れ 替わ り， 短期外泊 同様 13名の 喘息

児 が ，ま た，ネ フ ロ
ー

ゼ 患 児 は， 3 名が退院 して ， 4

名が新た に 加わ り計 7，名が対 象と な っ た．

　血 清 lgE値 の 測定は，固相 と して 抗 ヒ ト ［gE 抗体を

結 合 させ た polystylene　ballを用 い た enzyme 　im ・

munoassay （E王A 法）に よ り測定し た （EIA，　lgE　test，
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MBL 社製）．

　 hOuse　dust（HDI ） と DP に 対す る特異 IgE抗体 は
，

Phadezym 　RAST （Pharmacia 社製〉を用 い て EIA 法

に て 測定 し，Phadebas　RAST 　Units （PRU 〆ml ） に て

表 した．な お，PRU 〆m1 が，17．5を超 え る 血清 は ，　IgE

free　horse　serum を 用 い て 11か ら51倍 に 希釈 し て 測定

した ．

　他 の 免疫 グ P ブ リ ン （lgA，　IgG，　IgM お よ び lgD）

と 補 体 （C3 、 お よ び C 、 ） は ，　 single 　radial

immunodiffusion法 に て
，
　tri・partigen・IgA，　IgG ，

　IgM，
M ・partigen・C3ζ，nor −partigen−C ， （Hoechst乱製）お よ

び MBL 　plate　for　IgD 〔MBL 社製｝ を 用 い て測定 し

た，

　ダ ニ 抗原 （鳥居社製凍乾末，Dert）tatoPhagoides 　for．
inae：DF 冫を加 え る と確実 に ヒ ス タ ミ ン 遊離反応 を起

こ すダ ニ ア レ ル ギ ー
喘息児 の 白血球浮遊 液に 外泊直前

お よ び直後 の 患児血廴清を添 加 して，衄中の ダニ抗原の

存在 を検索 し た．な 膩 白血 球 ヒ ス タ ミ ン 遊離反応お

よ び ， 遊離 ヒ ス f ミ ン の 測定 は 著者 ら の 文献 m
に よ ．．

）

た ．

外汨期間中 の 発作点数は，発 flの 頻度 程度を驍息

日 記 に 記録 し，小発作 1点、中発作 2 点 ， 人発作 3点

と して ，朝 ・昼 ・夜 に 分 け て採点し，外泊期間中の 合

計 点 を 算出 した．

結　果

1）短期外泊 に お け る 検討

短期 外泊前後 に お け る 13名 の 喘息 児 と 6 名 の ネ v

ufml
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図 1．13名の 喘息児お よ び 6 名の ネ フ ・ 一ゼ 患 児 に お け る短期 外泊前後 の 血 清 lgE 値，
HDI お よ び DP に 対 す る RAST 値の 変 動 （● − o 鵯息児，　 o …o ネ フ ロ

ー
ゼ 患児 ）．

　斜線 は 外泊期 間 を 示す．右 端 の 数字．ア ル フ ァ ベ
ッ トは それ ぞれ 喘息児，ネ フ Pt　一ゼ ，M

児 の 症 例 （表 1、2 ）を 示 す．帰 院後 の HD1 お よ び DP に 対 す る RAST 値 （PRU ／mD の

平均 値 は 外 泊前 に 比較 し て 有意 に 上 昇 し て い た （pく 0．el，　paired　Student　t　test）．

0

t
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‘
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ロ
ーゼ 患児 の 血 清 IgE 値，　 HDI お よ び DP に 対す る

RAST 値 の 変化を図 1 に 示 し た．血清 IgE値，　RAST

値 と もに 日 々 の 変動が み られ た の で ，外泊前 3 日間，
．
後 3 日間の 平均値を比較検討 した と こ ろ （表 1，表 2），

喘息児で は 外泊後，血 清 IgE値 に つ い て は ，13名中 10

名， RAST 値 で は，　 HDI ，
　DP ともに 11名 に 上昇が み ら

れ た．そ の 絶対値を paired
’
　Student　t　test に て 比較す

る と，IgE値は 0．15＞p＞ O．1と上昇傾向を認 め ，
　 HD1 ，

DP は
，
　p〈 G．Olと有意 に 増加 し て い た ．こ れ に 対 し て ，

ネ フ ロ
ー一

ゼ 患 児 で は ，外 泊 前後 に て 血 清 lgE 値，

RAST 値 とも1・c有意 な上昇 は 認 め られ なか っ た．しか

し，血清 IgE 値が上昇傾向を示 した 症例 C で は ，外泊

3 日 目 よ り喘鳴が出現 し，帰院後も継続 した．さ ら に，

帰院後 の 検 尿 に て 最高 757mg ／dayま で の タ、γ 白尿増

加を認 め た が ，プ レ ド＝ゾ ロ ン 30mg 隔 日投与 を変更

す る こ とな く 4 日間に て 自然消退 し た．

　喘息児 に て ， 外泊前採血初 日の 値 に 対す る各日 々 の

増加率の 平均f直の 変化を図 2 に 示 した ．血 清 IgE値，

表 l　 l3名 の 喘 息 児 に お け る短 期外 泊前後 3 口間 （症 例 5，外泊前 は 2 日間）の

　　　　　 血 清 IgE 値，　 IID1 お よ び DP に 対
’
す る RAST 値の 変動

症例
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．8率 宰
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536ゴ：58．9　　　　 3．O± 0．4
1066± 139

零
　　　 17．5±  
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652±219　　　　 13、7士3、9
2647 ± 4 ．7　　　　 5．9⊥ O ．1
213土62，6　　　 ／．8± e ．2
159 ± 14．6　　　　　　0
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11．9± 0．5
17．5± 07
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工0．7ニヒ5，9
17．5±  

3．1± 1，03

．6± 〔）．6

＃ ：平均値 ± 夏SD，

個 々 の 症 例 に お い て
， 外泊前後 の 各 測走 値 の 平均 をStudent　t　testに て 比較 し ，その 危 検率を 右端に 示 した

e ：P＜ 0．05，
＊1

；P〈 （1．Ol，
傘紳

：Pく O．OOO1）．

RAST 値 が，17，5PRU 〆ml を起 え る場 合 に は ，1件1清 を lgE　free　horse　serum に て 希釈 して 測 定 した．希 釈 に て も，
17．5PRU ／ml を起え る場 合に は ，17．5PRU ／ml と し た ．ま た ．原伯【清 に て も，0．35PRU 〆n〕且以下 の もの GkOPRUfml と

した．
DP 　：症 例 1 −8

，
田 お よ び 12は 11倍 希 釈，症 例 g とllは ，21倍 希釈．

IIDI ；癖 例11の み II倍 希釈．

表 2　 6名 の ネ フ P 一ゼ 患児 に お け る 短期 外泊 前 後 3 日間 （症例 C の 外泊前 と症例 e の 外泊後 は 2 目間） の

　　　　　　　　　　　 血 清 lgE 値 ，　 HD1 お よ び DP に 対す る RAST 値 の 変動

症 例

a

°
DCdef

外
一1．一一

泊 　　 前 外 泊 後
F齢 （年 ）と性

一 一一
IgE（U／mHD1 画 叫1

一皿　
IgE HD1 DP

一「「 −一 「〒
14F392 ± 36 7．0± 0．3 5．4± 0．9372 ±36．46 ．2上0，4
11F172 ± 12、5 1．6± 0，2 12．2± 2．7173 土 10，5L4 ±0 、3
7M563 ± 4（，，3 〔l　 　 l ｛1 692± 1 O ｛〕

8F268 ± 】，7 G　　 lo 288±15．6 0

12F190 上 3．5 0 o 189± 4．2 0

7M1755 ± 248 0 o 1582± 126 0
一

4．5±O，48
．7±〔L9

　 0

　 0

　  

　 0

＃ ：平均 値士1SD．
DP に対 す る RAST 値測定時，症 例 a の み ，　 IgE　free　horse　serum を用 い て 】1倍 に 希釈 し た ．
原 血 清 に て O ．35PRUfml 以下の もの は ，　 OPRUlml と した，
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tgB3 　4 月　　　　　　　　　　　　　 5 月

　　 園 2 ．13名 の 喘 息児 に お け る 短 期外 泊 前後 3 日 間 の

　 虚匸清 lgE値，　 HD1 お よ び DP に 対 す る RAST 値増 加

　 率の 推移、

　　 採血 初 日の 値 に 対 す る 増加 率 の 平 均 値変化 を 示 し

　 た ．各測定値 とも，外 泊直綾に 最高値 とな i
）　，以後漸

　 滅 した，
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　 　 　 　 　 HD ［匚 対1P　51蠧E翫 係 平均値 の増 船 車

　図 4 ，12名 の 喘 息 児 に お け る 短 期外 泊 前 後 の ifll　Vi
IgE　l直増 加 率 と 1）P に 対す る RAST 値増 加 率 の 関｛系．

　症 例 11は，21倍 希釈 に て も DP に 対 す る RAST 値

が，17 、5PRU ，t
’
ml 以 上 で あ っ たた め 除外 した ．
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　 　 　 　 　 　DP に対 す る 1巳E抗体平 均黛 の 槽加 率

　図 3 ．12名 の 喘息児 に お け る 短期外泊前後 の 血 清
IgE 値 増 加 率 と HDI に 対す る RAST 値増 加 翠 の 関

係．

　そ れ ぞ れ の 増 加率は ，外 泊薊 3 日 間，後 3B 聞 の 平

均値変化 よ り求 め た ．症例 13は，HD1 に 対 し て RAST

陰性 の た め 除外 した ．

HDI
，
　DP に 対す る RAST 値ともに 帰院後翌 日に 最高

値 を示し，以後漸減す る傾向 で あ っ た．さらに
，

血 清

IgE値増加率 と HD1 お よ び DP に対す る RAST 値増

加率との 相関をそれぞれ 検討 し た ，図 3，図 4 に 示 す

よ うに ，HDI （r ；0．7281　p〈0，01），　DP （r＝0．719，　p く

O．Ol）ともに 血清 IgE値増加率 と有意な 相関 が 認め ら

れ た ．

　外泊期間中の 発作点数と，血 清王gE 埴，　 HD1 お よ び

DP に 対する RAST 値 増加率 と の関係を検討した （図

瑞
一…一

つ
L − 一 一

0　　　 10　　　2Q 　　 3Q 　　 40 　　 50

　 　 　 　 　 　 　 血 酒 igE 平 均 値 の 噌加率

　函 5 ．13名の 喘息児に おけ る 短期外泊前後血 清 IgE
値増加 率 と外泊中発作点 数の 関係，

　右 端 の 数字は，症例 〔裘 1）を示 す．

5）．HD1 （r＝  ．348，p ＞ 0．2），DP （r＝0．122，p ＞   ．2♪

は 相関を認め な か っ た が，血 清 lgE値 とは
，
　 T＝・O．534，

0，1＞ p ＞ 0．05と有意 で は な い が相関す る 傾 向を示 し

た，

　喘息児 7 名 （症 例 1 − 7 ），ネ フ 卩
一

ゼ 患児 3 名 （症

例 a，b，　c ） に お い て 測定 し た lgE以外 の 免疫 グ 卩 ブ リ

ン お よ び C3cの 乎均値 の 変化 を表 3 に 示 し た．　 IgA，
IgG，　 IgM お よ び lgD に は，有意な変動 を 認め な か っ

た が，C3
，
は ，喘息児 7名中 4名で ，外泊後有意な上昇

が み られ た （Studest亡test に て，症 例 1，2，5 は，　p く

0．Ol
，症 例 7 は ，夕く O、05）．さらに

， 個 々 の 症例 に お け

る （≧c の 平均値 の 増加率 の 変化を 図 6 に 示 し た、喘息

‘
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‘．ρ《 D ・°fi・
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鬼

鱒

＋30
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一10

　 一20
　　　　 外 泊前 　　　　　　　　 外 泊後

　図 6．喘 息 児 7名．ネ フ ロ
ーゼ 患児 3名 に お け る短

期磐泊前後 娠 の 増加率変化 と CRP の 陽性化．

　右 端の 数字，ア ル フ ァ ベ
ッ トは 症 例 （表 1，2 ）を示

す．

　症．例 5 は 外泊後，発熱 を認 め た．

児で は，外泊後，q ，
の 上 昇 に と もな っ て C・reactive

protein（CRP ）が 陽性化す る現象がみ られ た ．ま た ，

C3cの 増 加 率 と外 泊期 間 中 の 発作 点 数 は，　 r ＝ O．53，

0．2＞ p ＞ 0．1と有意で は な い が 相 関する 傾 向を示 した

（図 7）．

　2）長期外泊 に お け る検討

　長 期外泊前 後に お け る 13名 の 隲息児 と 7名 の ネ フ

ロ
ー

ゼ 患 児 の 血清 】g巳 値，HD1 お よ び DP に 対す る

RAST 値の 変化を 図 8 に 示 し た ．喘息児 に て，外泊前

後 の 3 日間 の 絶対値 の 平均 を各検査値 ご と ec　paired

Student　t　test に よ り比較検討 して み る と，血 清 IgE 値

（ρ〈 O、 2），HDI お よ び DP に 対 す る RAST 値 （p 〈

O．01） と もに有意 に 上昇 し て い た ．さ ら に ，外泊前初

日 の 値 に 対す る 各 日 々 の 増 加 率の 平均値の変化 を図 9

に 示 し た．血 清 lgE 饐，　 HD1 お よ び DP に 対 す る

RAST 値は，短期外泊同様，帰院後翌 日 に 最高値を示

し，血 清 玉gE 値 ，
　HDI に 対す る RAST 値 は 以 後漸 減 し

た が，DP は 更 に 増加 す る傾向を 認 め た．

　ネ フ ロ
ーゼ 患児 7 名に お け る血 清 lgE値

　 RAST 値 の 変化 は ，破線に て 示 し た．血清 IgE値 は，

paired　Student　t　testに よ る検討で は
，

0．1＞ p ＞ O．05

と有意 で は な い が 上 昇す る傾向 で あ っ た．HD1 お よ び

DP に 対す る RAST 値の変化 に おい て ，　HDI で は 症例

fと h
，
DP で は 症例 c とjで ，外泊前 3 日間 ともに ，

RAST 値陰性 で あ っ た もの が，外泊後陽性 に 転ずる と

い う結果を示 し た．さ ら に ，症例 h で は ，帰院後蛋白

尿 の 増加を認め ，1月 7 日 に は
， 1 日蛋白量21g と著増

した た め，再発 と し て ，ブ レ ド ニ ゾ P ソ を増 量 し た．

　 3）短期 お よ び 長期外泊に つ い て の 比較検討

　短期外泊，長期外泊に お ける血 清 lgE値，　RAST 値，

Cs。 お よ び C4の外泊前後 の 増加率の 変化と ， 外泊前後
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　図 翫 13名の 喘息 児 と 7 名 の ネ フ ロ
ー

ゼ 患 児 に お け る長 期 外泊前後 の 血 清 IgE 値，
HD1 お よび DP に 対す る RAST 値 の 変動 （一 一● 喘息児，○

…o ネ フ ロ
ーゼ 患児）．

斜線 は 外泊期間 を 示 す．右 端の 数字，ア ル フ ァ ベ
ッ トは 症 例 を 示 す．

　RAST 値 が，17．5PRU ／ml を超 え る場含に は，血 清 を　lgE　fr  horse　serum に て

希釈 し て 測 定 した ，DP ：症 例 1−3，6−9，14−18は 51倍希釈，　HD1 ：症例 1−3， 7， 9，14−18
は 11倍 希釈、ネ フ ロ

ー
ゼ 患 児 （症 例 f，h，　c，　j）の 中に ，外泊前，　HD1 ，DP に 対す る RAST

値陰性 で あ っ た もの が，陽性 に 転 L；る とい う現象が 認め られた．
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　採 血 初 目の 値 に 対 す る 増 加 率 の 平 均 値 変 化 を 示 し

た ，血 清 IgE値 、　HDI に 対 す る RAST 殖 は．外泊直後

に 最高値 を と り，以 後漸 減 し た が，DP に 対 す る RAST
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’
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　図 ll．短 期 お よ び長 期 外 泊 に お け る C3cお よ び C ，増

煎 率 の 比較．長 期外泊で ほ，喘息児に て C3c，C 、
の 有意

な上 昇が 認 め られ た，

　また ，ネ フ Pt 一ゼ 患児に お い て も， 長期外泊 で 櫨 C3c

が増 加 す る傾向を 示 し た．
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　図 le．　短 期 お よ ご9 長 期外泊 に お け る 血 清 玉gE 値，

Hm お よ び DP に 対 す る RAST 値増 加 率の 比較．

　喘息児に て，長期外泊 の 各 測定値 の 増 加 率は ．短期

外泊 の そ れ を上 回 っ て い た．ネ フ 卩
一ゼ 患児に て も，

長期外 泊で は血 清 IgE値の 増加傾向が 認 め られ た ．

3 日間 の 絶対値 の 平均 を paired　Student　t　test に て 比

較検討 した 場合 の pvalue を，図 10，11に 示 し た．外

泊期間 が 8 日間 で あ っ た 長 期 外 泊 に お い て ，血 ke　lgE

値，RAST 値 と も に，増加 率 が 短 期外 泊 の 結果 を上

回 っ て い た．また，ネ 7 ロ
ーゼ 患児 で は ，長 期外泊後，

有 意で は な い が，血 清 1gE値 の 上 昇傾向 が 観察 され

た ．さらに ，補体に 関 し て，喘息児 で は ，長期外泊 に

お い て Cec，　C， と もに有意な上 昇が 認 め られ た （そ れ ぞ

れ，　p ＜ 0．Ol，　p〈 O．02 ： paired　S　tudent　t　test）．

　4）短期外泊前後 の 血 清添加に よ る ダ ニ ア レ ル ギ ー

患児白血 球 ヒ ス タ ミ ン 遊雌反応 （図 12）

＿
一● e

外 汨 飩 外 泊 復

　mp　12．外 泊前後血 清添加 に よ る ダ ニ 陽 性 喘 息 児 白血

球 ヒ ス タ ミ ア 遊嶷反 応．

　症 例 1 の み 外 泊 後 血 清添 加 に よ る ヒ ス タ ミ γ 遊離増

強が観察 さ れ た が，　
．
定 の 傾 向 は 認め られ なか っ た．

　血清中ダ ニ 抗原が存在す る 可能性を想定 し て，ダ ニ

（DF ）抗原を加 k る と ヒ ス タ ミ ン 遊離を起 こ す （o ．．．

O ） ダ ニ ア レ ル ギ ー喘息児の 白血球浮遊液 に ， 短期外

泊前後 （前 ： 5 月 2 日，俊 ： 5 月 6 日） の 血 清を添加

し て ヒ ス タ ミ γ 遊錐反応を検討 した、図 12に 示す よ う

に，症例 1 の み 外泊簽 血 清添 加 に よ り ヒ ス タ ミ ン 遊離

増強が観察され た が，他 の 5症弼 で は
， 不 変（症例 3，

8，9 ）ま た は 抑制傾向 （症 例 2 ，6 ）が認 め ら れ た ．
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考　案

　 施設療法 中 喘息児 が 、自 宅外浪後、多くは そ の 日の

夜か ら，遅 くて も数口 の うち に 発作が出現 して く る こ

とは，よ く知 られ て い る
Ll が，帰院後も発｛乍が継続ず る

た め に ，喘息児 に 長期入院を余
’
叢なくさせ る原因 の

一一

つ と な っ て い る．ま た，現在 、外 泊時発作 の 出 現 が 親

子関係 の 悪さか ら捕え ら れ る 場合 も多く，両耕 の 更 な

る 自信喪失を招 くと 同時に ，患児に 落胆 と失望を与え

て い る 場合 もま れ で は ない ，

　 1928年 Dekker は 匸2），寝室 の S
’

二 を少 なくす る こ と

に よ り喘息発作が減・少し た こ と を報告して い る．そ の

後，タ ニ 除去 の 有効性 に 関す る 報告は 途縫えて い た が，

1974年 SarsfieldらL3冫は，主 に 寝室 か らダ ＝を除 くこ と

に よ り，DF お よ び DP に 感作 さ れ て い る 喘怠児 の 発

作 が 軽快 し．そ の 経 過中 に 血 清 EgE値 も低下 し た こ と

を述 べ
， 他 の 治療法に 優先 し て，ダ ニ 除去を試み る べ

ぎで あ る こ と を力説 し て い る．最近 で は ，ダ ニ が 少 な

い とい わ れ る病院
鱒 珊

へ の 長期入院や，白宅 に dusし．

free　bedroomを 作る こ と に よ り，喘息症状 が 改善す る

と と もに ，気道過敏性 も低下 し て くる こ とが 報告
［4）15 ト

され て い る．以上の 報告 を 踏 ま え る と，施 設療法 の 効

果 は ，心 理 的側面を主 に し た
”
Parentectomジ の みな

ら ず ，抗 原 か ら の 隔 離 を 主 に し た ，言 わ ば
【
Mitectomy

”
も，大 きな比重を占め て い る と思われ，

互 い に 影響 し合い なが ら，そ の 効果 を 発揮 し て い る と

考 えられ る，外泊後，測定 した ダニに舛する IgE抗体

が、通常 に 比較 して 。著明 に 増 加 し て い た こ と か ら，

外泊時発作が，家庭 で の ダ ニ 抗原暴露 に よ っ て ，ひ き

起 こ され て い る 可能性が示唆 され た た め，長 短 2 回 に

わ た る 外泊前後の ，IgE抗体を主 と した 免疫学的変化

を検討し た．

　図 1，8 に 示 した よ うに血 清 lgE値，　HD1 お よ び DP

に 対す る RAST 値 と もに ，日 々 の 変動が 大 ぎ く、特に

高値例 で 著明 で あ っ た 、こ の た め，外泊前後 3 日間 の

平均値 に つ い て，paired　Student　t　testに て 比較 した

と こ ろ ， 短期 ・
長期外泊 ともに，血清 IgE値，　 RAST

値の 有意 な上昇な い し 上昇傾向が認め ら れ た，ま た，

外泊前後 の 連 日 の 変化を，初 日 の 値に 対す る 上昇率 で

追 っ て み る と，
．一

般 に 帰院翌 日 に 最高値を示 し，以後

漸減す る 傾向 で あ っ た （図 2，9 ），しか し， 7 泊 8 日

と長期 に 及 ん だ 外 泊 の 場 合，DP に 対す る RAST 値

は 、さらに 上昇 を 続 け た．こ れ ま で ，血 清 IgE値 や ，

RAST 値 の 変動 を報 告 し た 論文 は い く つ か あ る

が
［δト 2。｝，主 に 花粉症 に iiい て 見受 けられ る，Berg ら

IE ］

は，timothy や birch　pollenを抗原 とす る喘息児 に お

い て ，その 花粉 シ ーズ ア 中に 特異 IgE 抗体 が 上昇 し漸

減す る こ と．中 に 1よ、 ノ
ーズ ノ 中 の み 抗体 が 出現 し，

シ ー．ズ ン 前 褒に ；X 抗体を認め な い 例 もあ る こ と を報

告 して い る．中村 iま2D ．喘息児 の 年 余 に わ た る 血 清 lgE
〈直、∬LDF 特異 IgEl直の 変動を観察 し，種 々 パ タ

ー
ン

の あ る こ と を示 した．ま た ，狩俣尋ま珊 ，驍息患児 の 血清

IgE値 が．昼 に 高く，夜 に 低 い と い う日内変動が み られ

る こ と を報告 し て い る．

　花粉症 に み られ る花粉 シ
ー

ズ ソ 中 の IgE 抗体 の 上

昇 は ，吸 入 きれ た 抗原 の 刺激 に よ って，鼻粘膜あ る い

は 気管粘膜周 囲 組織で の 特異 1gE 抗体 の 産 生が 高ま

り，癜 中 に 流 出 した もの と考 え られ る
IS ）

．我 々 が 示 し た

外泊後 の 抗 ダ＝IgE 抗体 の L昇お よ び 下降 も，家庭 で

の ダ ニ 抗原暴露 に よ っ て ，鴬 期間 の うち に 気管局所 で

の 産生が高ま り．帰院 に よ っ て ダ ニ 抗原刺激が減少す

る と TIgE の 生体 内半 減期 （2 日闘＞
23 ｝

に よ っ て 血中濃

度 も低下した と推 測 され る．ま た，HD1 や DP に 対す

る RAST 値 の 増 加 率 と血 清 lgE値 の 増 加 率が 有意な

相関を示 し た こ と は （図 3，4），ダ ニ 抗原暴露が，特

異 lgE抗体産生 の み な らず，非特異 lgE 抗体産生 の 刺

激に もなる 可能性 を示唆 して い る
13 ）．1977年 Boucher

ら
24）

，ま た最近 で は Ranga ら
知 が，ア レ ル ギ ー

性 の 気

管 李縮時に ，大分子物質の 気管粘 膜透過性が亢進する

二 とを，モ ル モ ン トに お い て 示 した．こ の 実験結果は ，

外泊時 に 吸入 された ダ ニ 抗原が，気管局所 で の 牽縮 と

IgE抗体産生 を誘発す る と と もに ，変縮 し た 気管 粘膜

を通過し ， 血中か ら他の 組織へ 移行 して，抗体産 生，

さ らに その 部位 で の ア レ ル ギ ー
反応 を惹起す る 可 能性

を 示唆して お り，大変興味深 い ．我 々 も，血 中 ダ ニ 抗

原 の 存在 を検索する 目的で ，外泊前後 の 血清 を，ダ ニ

抗原添加 に て ヒ ス タ ミ ソ 遊離を起 こ す白血球浮遊液 に

加 えて み た が，一
定 し た 傾 向 は 得 られ な か っ た．（図

12）．

　臨床症状 との 関連 で は ，HDI お よ び DP に 対 す る

RAST 値の 上昇 と発作点数との 相関は，それぞれ r ＝

O．348，r ＝G．122と認め られな か っ た が，血 清互gE 値 の

上 昇率 と は
，

r ＝  ．534 （O．1＞ ♪＞ O，05） と，有意 で は

ない が相関す る傾向を 示 し た．当初，発作点数 と，HD1

お よ び DP に 対す る RAST 値の 変動 は，ある程度
一致

す る もの と期待 して い た が．血 ta　lgE値 の 上 昇率 との

み 相 関傾向 を 示 し た こ とは 意外 で あ っ た ．Sarsfield
ら

13 〕
も，ダ ニ 除去 に よ っ て 血清 lgE値 は 低下 した が ，
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ダ ニ （DP ）に 対す る RAST 値は．
一

定 した 傾向を示 さ

な か っ た と述ぺ て い る． こ れ は，発作の と ら え方 （期

間 や 症状）の 相違，自律神経 を 含め た気道過敏性
凋 や 精

神的因子，薬剤 に よ る修飾，さらに 外泊時発作に ダ ニ

以外 の 抗原が関与 し て い る可 能性 など，喘息発作に 多

くの 要因が か らん で い る た め で あろ う．た と え ば，短

期外泊時の 症例 4 （表 1，図 5）で は ，HDI ，　DP に 対

す る RAST 値 の 上昇率 は ，それぞれ 14．3％，40．2％と

高値 で あ る に もか か わ らず，外泊中は もち ろ ん，帰院

後 もま っ た く発作を認 め な か っ た．ま た，外泊時発作

の 誘因 の
一

つ として 感染 （細菌や ウ イ ル ス ） の 影響 も

重要と 思 わ れ る ．事実，図 6 に 示 し た C3cが 著明 に 上昇

し，CRP が3（↓ ）とな っ た 症例 5 で は，帰院後，発熱

を と もな っ て い た ，

　経 過中 に 使用 し た 薬剤 と IgE抗体産生 と の 関係 も

検討 し て み た が ，DSCG 吸 入 液 と テ オ フ ィ リ ア 時間投

与法施行例 （症例 1，2．13．）お よ び β刺激剤屯用例 （症

例 1，3，8 ，9，13） で ，特 に ，薬剤の 影響 は 認め られ

な か っ た，

　外泊前後 に
，
IgE と同時 に 澗定し た 他 の 免疫 グ 卩 プ

サ ン に は，明 らか な変動 を認め な か っ たが ，C、c，C、
は ，

外泊後，喘息児 ，
ネ フ 卩

一
ゼ 患児 と と もに 上 昇が み ら

れ ， とくに喘息児で は有意 に 増加 し て い た ．こ れ まで ，

気管支喘息 に 補体 が 関与し て い る とす る報 告
2 η
一29 ）は，

い くつ か み られ，そ の 重要性が指摘され て い る．外泊

後の Cs
、，C ，

の 上 昇を ， 単 に ア レ ル ギ ー
性炎症 、 また は

ウ イ ル ス や 細菌感染 に よ る 炎症の 表現 と し て とらえる

か ，気管支喘息の メ カ ニ ズ ム の 表現 と し て 評価す る か

は，今後 の 課題 と考えられ る．

　ネ 7 ロ
ー

ゼ 症候群 の 成 因 は ，未 だ 明 ら か で は な い が，

血清 IgE 値の 上昇
3e｝，花粉症

31）」eコ食物 ア レ ル ギ
ー鋤

の

関与 な ど，IgE　mediated 　hypersensitivltyを示唆す る

報告 は 少 な くな い ．今回 の検索で 示 され た ネ フ ロ
ーゼ

患児 に お け る 血 清 lgE 値 の 上昇お よ び HD1 ，　DP に対

す る特異 IgE 抗体の 増加や 出現 は，ネ フ 卩
一ゼ 発症 の

病因 と し て ， 吸 入 性 抗原 で あ る house　dustや mite が ，

重要な役割を演 じて い る 可 能性を示陵す る もの と考え

ら れ る．

結　語

　施設療法中喘息児に お け る深刻な問題点 の
一

つ で あ

る外泊誘発性瑞息発作 の 機序を検索 す る 目的 で ，外泊

前後 の lgE抗体 を主 とす る免疫学的変化 と臨床 症状

と の関連を検討し た，

　長 短 2 回 の 外泊 に お い て ，帰院後．血 清 lgE値 ，

house　dust（HD1 ）お よ び mite （DP ）に 対す る lgE抗

体 の 有意な上昇 が 認 め られ、数日 に て漸減した ．さら

に ，外泊期間中の 発作点数 と血 清 IgE 値増 加 率 と は 相

関す る傾向を示 し た．

　以上 よ り，施設療法 の 有効性 の 機序 と して，心 理 面

を主 とした
”
parentect 〔］m ジ と と もに ，ア レ ル ギ ー

性

疾患 治療 の 原則 で あ る抗原除 去 と して の
”
mitectonly

“

の 重要性 が 示唆 され た 。

　稿 を 整 る に あ た り，ご 指 導 ご 校 閲 を い た だ きま し た 金沢

大 学 小児科 　谷 口 　昂 教 授 に 深 謝   ・た します，

　な お 本 論 文要旨は ，第20回 小 児 ア レ ル ギー研 究会 に お い

て 発表 し た ．
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INCREASE  IN SERUM  lgE AND  ANTI-DERAdeITOIIHAGOIDES

  PTERON}ISSJAI(LS  (ANTI-DP) SPECIFIC  lgE LEVELS

  DURING  STAY  AT  HOME  IN  INSTITUTIONALIZED

               ASTHMATIC  CHILDREN

Ro;e of  House Dust Mite  in the Dwelling as  a Trigger of Asthma

            Attack ln Mite-Sensitive Patients

                                 Kazuhiko  Muteand  Hiroshi Takai#

                 Dopartment  of imiatn'cs and  Depai#nent  of Labondon"  
',
 Nkttionat Hbspiia1 Io

                     Michio  Hiratani, Yoshihiro Oshida, Shigeru Ite, Masaharu Kasei

                                        and  Satoko Ueda

                     Dtlptirintent Qf'Pediatn'cs, SchootofMbdicinq Kanazaua U}:iterst'ty

   The phenomenon  that the asthma  attack  frequently recurred  within severa]  days za'hen  the institutionalized

asthmatic
 chilcl retumed  to the heme, is one  of  the r"osL  vexatious  problems  in the rehabilit-  ation  of  ch{ldren  with  in-

tractable asthma.  In order  to clarify the  roie  of  house dust mite,  which  is abundant  in the  dust of private house, to

trigger  the asthma  attack  cl llring  home-stay, we  investigated the immunological changes  mainly  in IgE  antiPody  
during

two  separate  perlods {4 and  8 day-stay) of stay at ho rne  in 18 asthmatics  and  11 patients wlth  lipoid nephrosis,

   In asthmatic  children  $erum  IgE and  RAST  counts  to house dust (HDI) and  DP  increased significantly in both

staying  at home, Moreover, percent  increase ln serum  IgE levels and  symptem  scores  dttring heme-stay were

relalivety  cerrelated  each  other.  On the other  hand, the patients with  lipoid nephrosis  shewed  no  signlficant  rise in

se  rum  IgE levels in both staying  at heme,

   These results show  that the inhalation et  house dust mite  may  trigger asthma  attack  during stay  at  bome. In

conclusion,  not  only  '`parentectomy'',  but 
"mitectomy"

 would  be an  important factor in the clinical efficacy  of

residentialtherapy,


